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い
ざ
と
い
う
と
き

あ
な
た
は
万
全
で
す
か
・

日
本
は
世
界
で
も
有
数
の
地
震
国
で
す
。
体
で
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
が
有

感
地
震
H

は
、
一
年
間
K
七
百

1
一、

0
0
0件
前
後
、
一
日
に
約
二
・
五
件

の
割
合
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

九
月
一
日
は
、
防
災
の
日
で
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
、
被
害
を
最
少
限
に
く
い
と
め
る
に
は
、
日
ご
ろ
の
心
が

ま
え
と
準
備
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。
「
天
災
は
忘
れ
た
こ
ろ
之
や
っ
て
〈
る
」

!
こ
の
機
会
に
、
い
ま
一
度

H

わ
が
家
の
防
災
対
策
H

に
つ
い
て
考
え
て
み

草
子
レ
よ
〉
つ
。

役場総務課昭和 53年 9月 1日発行
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l
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l
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l

一
と

い
う
サ
イ
レ

ン
と
同
時
:
:
:
こ
の
子
ど
も
た
ら

の
子
際
の
よ
さ
を
見
て
く
だ
さ
い
口

あ
っ
と
い
う
ま
に
机
の
下
K
:
:
:

4争

常
永
保
育
園
児
て

o 



(2) 

住
民
・
振
興
を
分
課

八
月
一
日
新
機
構
で
ス
タ
ー
ト

ま
す
ま
す
複
雑
化
す
る
行
政
事
務
、

年
々
増
え
続
け
る
事
務
量
の
増
加
に

伴
な
い
、
去
る
八
月
一
日
を
も
っ
て

役
場
機
構
改
革
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
機
構
改
革
に
よ
り
従
前
の
企

画
室
を
廃
止
し
、
業
務
を
各
課
に
配

報手口 広

総務課

庶務、財政、人事
消防、総合計画、
選挙、回授、続十、
交通安全対策

町日百

町 長 室教育委員会
事務局

分
す
る
と
と
も
に
、
住
民
課
も
、
保

健
課
と
福
祉
課
に
盆
郎
独
立
さ
せ
、

福
祉
及
び
保
健
行
政
に
力
を
入
れ
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
振
興
課
も
建
設

課
と
経
済
課
に
分
割
、
窓
旦
霧
を

増
や
し
住
民
の
み
な
さ
ん
の
サ

l
ピ

建設課

土木、建

築、住宅、
都市計画

公共用地

土地開発

基金

経済課税 務 課

固定資産税

住民税

軽自動車税

扶養証明

資産評価
証明

車庫証明

保 健 課

公衆衛生

環境保全

母子保険

災害救助

国民健康
保険

公害

福祉課
戸籍係

戸籍

住民登録

印鑑

外国人
登録

その他

福祉課

国民年金

生活保護

青少年
対策

自衛 隊

一世見一
二
谷
一

一内一
一
務
一

一
業
一

、

-

P
刀
一

一
閉
木
一

出納室

ス
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

こ
の
機
構
霊
平
に
よ
り
、
み
な
さ

ま
に
当
分
の
間
ご
迷
惑
を
お
か
け
す

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
課
別
業
務
内

容
を
別
図
に
示
し
て
あ
り
ま
す
の
で

混
乱
の
な
い
よ
う
参
考
K
ご
覧
く
だ

キ。、。ま
た
、
乙
の
機
構
改
革
に
よ
り
、

特
別
職
、
一
般
職
員
の
人
事
異
動
も

下
記
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
新

陣
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

1
0
華
民
課
長

V 

室内
は

職旧
員任

1
0
収
入
役

就

任

の

あ

い

さ

つ

残
暑
厳
し
き
折
各
位
に
は
益
々
御

健
勝
の
こ
と
と
拝
察
致
し
ま
す
。

私
乙
と
、
こ
の
度
収
入
役
に
選
任

さ
れ
八
月
一
日
よ
り
就
任
致
し
ま
し

た
。
御
承
知
の
と
お
り
収
入
役
の
職

務
は
縁
の
下
の
力
持
ち
的
存
在
で
あ

り
ま
す
が
、
町
の
大
切
な
財
産
を
法

に
則
っ
て
公
正
に
管
理
運
用
す
る
、

重
い
責
任
の
あ
る
職
と
考
え
て
居
り

ま
す
。
特
に
最
近
の
地
方
公
共
団
体

は
何
れ
も
財
政
が
乏
し
く
、
ま
し
て

本
年
は
国
の
景
気
浮
揚
の
施
策
に
沿

収
入
役

井

口

淳

夫

っ
て
、
借
金
を
財
源
と
し
て
多
量
の

公
共
葦
季
実
施
す
る
こ
と
に
し
て

居
り
、
更
に
上
半
期
に
大
方
の
発
注

を
致
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
資

金
ぐ
り
今
後
の
地
方
債
対
策
等
、
浅

掌
非
才
の
私
に
と
り
ま
し
て
は
難
問

が
控
え
て
居
り
ま
す
が
、
二
十
有
余

年
の
役
場
職
員
生
活
の
経
験
を
生
か

す
と
共
花
、
更
に
更
に
勉
強
を
重
ね
、

微
力
な
が
ら
も
町
行
財
政
の
進
展
に

力
を
尽
し
度
く
決
意
し
て
唐
り
ま
す
勺

何
卒
町
民
各
位
の
御
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
収
入
食
就

任
の
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

井
口
淳
夫
(
総
務
課
長

)
l
l
山
下
雪
江
、
長
瀬
博
志

1
0
議
会
事
務
局
長
清
水
博
文

1
0財
政
係
長

幸
弘
(
企
画
室
長

)
i「

O

総
務
係
長
河
田
透
(
税
務
係
長
)
古
屋
悦
三

小
林
国
夫
、
沢
木
こ
の
え
、
井
口
一
倍
(
企
画
)

土
屋
み
づ
え

1
0建
設
係
長
斉
藤
進
(
振
興
課
建
設
係
長
)

長
田
善
貞
(
振
興
課
長
)
止
後
藤
正
比
古
、
飯
島
嶺
周
(
以
上
振
興
)

一

V
小
林
耐
三

参

事

1
0
総
務
課
長

|

|

井

口

悟

泉

兼
総
務
(
企
画
)

堀
口
勉
(
企
画
主
任
)
内
藤
弘



就

任

の

あ

い

さ

つ

報広

三
神
教
育
長
の
任
期
満
了
陀
伴
な

い
、
八
月
一
日
付
の
庁
内
の
人
事
異

動
に
伴
な
い
ま
し
て
、
教
育
委
員
に

伝
聞
さ
れ
、
同
日
付
を
も
ち
ま
し
て
昭

和
町
教
育
委
員
令
官
、
昭
和
町
教
育

長
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
は
身
K
余
る

光
栄
に
存
じ
ま
す
。
も
と
よ
り
浅
学

非
才
、
そ
の
器
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

永
年
に
わ
た
り
町
行
政
面
か
ら
得
ま

し
た
経
験
を
誠
心
誠
意
発
揮
致
し
ま

し
て
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
先

町手口

押
中
ブ

Bs 

夏
休
み
中
に
は
使
用
で
き
る
よ
う

に
と
、
急
ピ
ッ
チ
で
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
た
押
中
プ
l
ル
は
、
去
る
七

月
三
十
一
日
竣
工
の
運
び
と
な
り
、

午
前
十
時
よ
り
当
地
で
式
典
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。

教
育
長
の
経
過
報
告
、
町
長
、
議

長
の
あ
い
さ
つ
、
来
賓
の
峡
中
教
育

事
務
所
長
の
祝
辞
、
こ
の
祝
辞
の
中

「
六
十
一
年
に
山
梨
国
体
開
催
で
あ

る
が
、
乙
の
プ

1
ル
で
練
習
し
た
生

徒
が
、
県
代
表
選
手
と
し
て
活
躍
す

(3) 

教
育
長

須
田

正
夫

輩
各
位
の
御
讃
導
と
御
協
力
と
を
願

い
ま
し
て
、
昭
和
町
教
育
行
政
の
進

展
の
た
め
に
鋭
意
努
力
致
す
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
各
後

共
よ
ろ
し
く
ご
嶺
導
ご
鞭
健
を
賜
ら

ん
こ
と
を
幾
重
に
も
お
願
い
致
し
ま

し
て
就
任
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

な
お
、
役
場
在
職
中
は
皆
様
方
に

は
一
万
な
ら
ぬ
御
支
援
を
戴
き
ま
し

て
大
過
な
く
こ
こ
に
退
職
で
き
得
ま

し
た
こ
と
を
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
ル
H

立
た
、
皆
様
方
の
ご
繁
栄

と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
勺

ル
完
成

盛
大
な
プ
ー
ル
聞
き
開
催

る
よ
う
に
:
・
」
と
祝
辞
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
あ
と

0

ア
ー
ル
管
理
の

引
渡
し
が
行
わ
れ
、
一
瀬
中
学
校
長
、

依
田
生
徒
会
長
か
ら
お
礼
の
こ
と
ば

が
述
べ
ら
れ
式
を
閉
じ
ま
し
た
。

式
の
終
了
後
、
全
校
生
徒
参
加
の

プ
l
ル
聞
き
が
行
わ
れ
、
県
代
表
選

手
の
石
倉
、
笠
井

(英
和
高
)
両
選

手
の
模
範
一休
伝
な
ど
を
と
り
入
れ
る

な
ど
、
盛
大
な
プ
l
ル
開
き
を
行
い

ま
し
た
。

こ
の
完
成
し
た

0

ア
ー
ル
は
、
二
度

長
一

日

T
1
0経

済
課
長

石

一

1
0
税
務
課
長

1
0
保
連
謀
長

-
O
福
祉
課
長

l
O
教
育
長

「
o
都
市
計
画
係
長

風
間
辰
男
(
企
画
係
長
)

宮
井
義
孝
(
住
民
)

振
興
栗
!
っ
。
農
業
委
員
会
事
務
局
長
福
島
正
明

鷹
野
真
五
ロ
(
経
済
係
一長

)

斗

(

振

興

農

委

書

記

)

「
O

経
済
係
長
井
上
俊
男
(
振
興
主
事
)

依
田
士
呈
大
、
河
田
正
、
海
野
豊
(
以
上
振
興
)

努

襲

。
税
務
係
長
秋
山
睦
夫
(
税
務
主
事
)

五
味
和
幸
(
脚
豹
変
)
|
|
依
里
旦
美
江
、
志
村
武
夫
(
振
血
O

V
田
中
邦
彦
、

V
笹
本
久
弘

0

保
健
係
長

山
田
昇

(
住
民
謀
保
健
係
長
)

誠
(
松
務
課
)
|

|

主

任

保

坂

武

彦
(
税
務
主
任
)
柳
沢
克
子
、

税
務
係
長
大
原
恵
、
小
島
ち
え
子
、
都
築
勝
人
、
雨
宮
章

人
(
以
上
住
民
課
)

葬保
坂

7
0戸
籍
主
任
窪
田
和
雄

(住
民
課

弥
(
税
務
課
長
)
上
山
口
均
、
河
西
実
(
以
上
住
民
)

「
O

福
祉
係
長
長
田
そ
の
子
(
住
民
課
民
生
係

長
)
黒
田
幸
夫
、
小
宮
山
容
子
(
以
上
住
民
)

戸
籍
主
任
)

須
田
正
夫
(
住
民
課
長
)
1
1
0
係
長
中
沢
孝
造
、
佐
久
間
喜
美
江
、
志
村
力
、

向
山
晃
、
保
坂
順
子

入
水
す
れ
ば
一
シ
ー
ズ
ン

O
K
と
循

環
ろ
過
装
置
を
と
り
入
れ
、
プ
ー
ル

サ
イ
ド
を
広
め
に
と
り
、
ま
た
洗
体

槽
、
洗
顔
、
更
衣
室
、
管
理
室
な
ど

も
設
け
ら
れ
、
衛
生
面
に
も
た
い
へ

ん
気
を
使
っ
た
近
代
的
プ
l
ル
で
す
。

暑い日差しでも
プールに入れば大はしゃぎ

(押中プール開きにて)

町
民
体
育
館

い
よ
い
よ
本
格
士
事
へ

県
下
で
も
数
少
な
い
大
型
体
育
館

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
、
町
民
体

育
館
の
起
工
式
が
、
去
る
九
月
十
九

日
午
前
十
時
よ
り
中
央
公
民
館
南
面

の
建
設
予
定
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

二、

ooodの
こ
の
体
育
館
、

建
設
費
二
億
四
千
万
円
を
見
込
み
、

鉄
広
円
造
り
、
南
面
は
総
ガ
ラ
ス
張
り

で
採
光
を
考
え
、
公
式
パ
レ
l
コ
ー

ト
二
面
が
と
れ
る
と
い
う
大
型
の
体

育
館
で
す
。

す
で
に
長
田
組
土
木
附
(
里
府
市

丸
の
内
二

1
九

1
二
十
)
で
工
事
に

づ 指入
しつ
ま で
すお
o り

月
末
日
万三

成
を
目



(4) 報広町平日昭

転
入
・
転
出
は織

す
届
出
を

甲
府
市
民
近
い
地
理
的
条
件
に
恵
れ
、
県
営
~
町
営
、
個
人
住
宅

な
ど
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
建
設
さ
れ
、
人
口
も
急
激
な
上
昇
を
続
け
る
本

町
。
こ
れ
に
比
例
し
て
近
年
人
口
流
動
が
激
し
く
、
昨
年
一
年
間
で

転
入
届
六
七
五
件
、
転
出
届
四
一
七
件
と
一
千
件
以
上
の
届
出
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
異
動
に
際
し
て
は
、
必
ず
届
出
を
す
る
よ
う
任
民
基
本
台

帳
法
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
完
全
に
行
わ
れ
て
い
ま

せ
ん
口現

に
、
昭
和
五
十
年
主
嘉
さ
れ
た
国
勢
調
査
に
お
い
て
、
住
民

基
本
台
帳
人
口
と
著
し
い
差
が
生
じ
て
い
る
の
が
あ
き
ら
か
托
さ
れ

て
い
ま
す
。
転
入
、
転
出
は
、
必
ず
届
出
期
間
内
に
届
出
を
す
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

昭和町人口の推移

s∞9人

届
出
の
種
類

こ
の
制
度
に
よ
る
住
民
の
み
な
さ

ん
が
行
う
べ
き
届
出
は
、
転
入
届
、

転
出
届
、
転
居
届
、
世
帯
主
牽
史
届

の
四
種
類
で
す
口

住民基本台帳法

昭
和
四
十
二
年
十
一
月

十
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
住

民
基
本
台
帳
制
度
は
、
義

務
的
届
出
制
度
を
設
け
、

居
住
す
る
住
民
の
み
な
さ

ま
の
地
位
に
関
す
る
正
確

な
記
録
を
常
に
盤
講
し
、

み
な
さ
ん
の
居
住
関
係
を

出転
昭和町理由別移動状況

昭和63年3月現在

転

ま
た
、
届
出
義
務
者
は
基
本
的
に

は
本
人
で
す
が
、
世
帯
主
ま
た
は
世

帯
に
属
す
る
者
花
代
わ
っ
て
届
出
が

で
き
ま
す
。

公
証
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
を
基
K
、
住
民
の
み
な
さ
ま

に
行
き
届
い
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行

っ
て
い
ま
す
口
た
と
え
ば
、
選
挙
人

名
簿
の
作
成
、
画
民
健
康
保
険
、
予

防
接
種
対
象
者
、
就
学
児
童
の
把
握
、

課
税
な
ど
、
各
種
の
行
政
事
務
の
基

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

月別、転入、転出者の推移

(52年4月-53年3月)
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1
0
1
届
出
の
方
法
1
0
1
0
1
0

転
入
届

他
の
市
区
町
村
か
ら
回
明
和
町
に
移

転
し
て
き
た
場
合
に
は
、
住
所
を
定

め
た
日
か
ら
十
四
日
以
内
代
、
昭
和

町
役
場
に
転
入
届
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

こ
の
届
出
の
時
に
持
参
す
る
も
の

※
転
出
証
明
書
(
前
住
所
地
の
市
区

町
村
で
発
行
し
た
も
の
)

※
印
か
ん

o
国
民
健
康
被
保
険
者
の
場
合
は
l

所
得
証
明
書
、
国
民
健
康
保
険
証

o
国
民
年
金
被
保
険
者
の
場
合
は
l

国
民
年
金
手
帳
、
当
該
年
昨
界
納
付

証
明
書

o
福
祉
年
金
被
保
険
者
の
場
合
は
l

福
祉
年
金
証
書
、
所
得
証
明
書

転
出
届

昭
和
町
か
ら
他
の
市
区
町
村
に
住

所
を
移
転
す
る
場
合
に
は
、
転
出
す

る
日
ま
で
に
、
昭
和
町
役
場
に
転
出

届
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
届
出
の
時
に
持
参
す
る
も
の

※
印
か
ん

。
転
出
証
明
書
発
行
に

一
O
O円

の
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

0

国
民
健
康
被
保
険
者
の
場
合
は
i

国
民
健
康
保
険
証
(
所
得
証
明
書



を
忘
れ
ず
に
発
行
し
て
も
ら
う
こ

と
。
)

o
国
民
年
金
被
保
険
者
の
場
合
は
l

国
民
年
金
手
帳
、
当
該
年
度
納
付

証
明
書
(
支
払
い
が
完
納
し
て
い

な
い
場
合
は
、
滞
納
分
の
寺
(
払
い

を
し
て
も
ら
い
ま
す
。
)

o
福
祉
年
金
被
保
険
者
の
場
合
は
l

福
祉
年
金
証
書
(
所
得
証
明
書
を

忘
れ
ず
に
発
行
し
て
る
?
っ
乙
と
。
)

報

転

居

届

昭
和
町
内
で
住
所
を
移
転
し
た
場

合
に
も
、
住
所
を
定
め
た
日
か
ら
十

四
日
以
内
に
転
居
届
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
届
出
の
時
に
持
参
す
る
も
の

※
印
か
ん

0

次
に
該
当
す
る
被
保
険
者
の
み
必

要
と
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
証
、
国
民
年
金
子

広

事
業
主
の
み
左
さ
ん

昭
和
町
小
口
資
金
を
利
用
く
だ
さ
い

町
内
の
商
工
業
の
み
な
さ
ん
、
昭

和
町
小
口
資
金
を
ご
存
じ
で
す
か
口

こ
の
制
度
は
、
町
内
に
在
住
す
る

小
規
模
経
営
の
み
な
さ
ん
方
に
事
業

資
金
を
貸
し
出
し
、
経
営
安
定
を
図

っ
て
も
ら
う
よ
う
融
資
を
行
っ
て
い

る
も
の
で
す
。
融
資
の
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。
お
お
い
に
活
用
く
だ

さ
い
。

i
融
資
を
受
け
る
こ
と
の

で
き
る
の
は
l

町
内
に
一
年
以
上
在
住
の
小
規
模

企
業
で
、
町
内
に
工
場
、
庖
舗
を
も

ち
、
常
時
使
用
す
る
従
署
員
数
が
五

人
以
下
(
商
業
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
業

を
主
に
す
る
場
合
は
二
人
)

ー
融
資
額
、
期
間
、
利
率
I

貸

付

金

額

二

五

O
万
円
以
内

貸

付

期

間

二

年

以

内

町不日昭(5) 

当
該
金
融
機
関
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
る

l
貸
付
金
の
申
込
先
l

昭
和
町
商
工
会
ま
た
は
役
場
経
済
課

※
く
わ
し
い
こ
と
は
右
記
の
と
こ
ろ

へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

利

率

税 の知識

私
た
ち
が
納
め
る
「
税

金
」
。
こ
の
税
金
に
つ
い

て
の
知
識
は
複
雑
で
ま
だ

ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
部

分
も
多
い
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
税
務
課
に
お

い
て
よ
く
耳
に
す
る
苦
情

の
中
か
ら
の
問
題
を
拾
い

あ
げ
て
み
ま
し
た
。

永
年
勤
め
た
事
務
所
、

事
業
所
な
ど
を
退
職
さ
れ

る
と
一
般
的
に
退
職
金
が

帳
、
福
祉
年
金
手
帳

変

更

届

世
帯
主
が
か
わ
る
な
ど
住
民
票
の

訂
誌
に
変
更
が
生
じ
た
と
き
に
は
、

そ
の
日
か
ら
十
四
日
以
内
に
牽
史
屈

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
出
生
や
死
亡
な
ど
の
戸
籍

の
届
出
、
ま
た
は
行
政
区
画
と
か
土

地
の
名
称
な
ど
が
変
更
し
た
た
め
、

住
民
票
の
記
載
を
当
然
と
変
更
す
る

キ
キ
花
の
写
真
募
集

花
を
育
て
る
県
民
運
動
推
進
会
で

は
、
美
し
い
花
壇
や
花
壇
ぞ
つ
く
り
の

作
業
風
景
、
花
を
テ
l
マ
に
し
た
写

真
を
募
集
し
ま
す
。

※
募
集
は
六
月
j
十
一
月
三
十
日

※
写
真
は
カ
ラ
l
、
サ
ー
ビ
ス
サ
イ

ズ
で
横
長
の
写
真
三
枚
に
、
簡
単

な
説
明
文
を
添
え
る
。

※
人
物
が
入
る
場
合
は
、
写
真
上
部

十
え
給
さ
れ
ま
す
。

こ
の
退
職
所
得
に
対
す
る
町
県
民

税
の
課
税
は
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収

の
義
務
の
あ
る
者
か
ら
支
払
い
を
受

け
る
も
の
陀
つ
い
て
は
、
他
の
所
得

と
区
分
し
て
分
離
課
税
(
現
年
課
税
)

さ
れ
退
職
金
か
ら
差
引
か
れ
納
税
さ

れ
ま
す
口
し
か
し
、
給
与
所
得
に
つ

い
て
は
退
職
し
た
翌
年
、
つ
ま
り
一

年
後
の
所
得
の
な
い
年
比
過
去
勤
め

て
お
っ
た
、
各
年
の
町
県
民
税
以
上

の
町
県
民
税
が
課
税
さ
れ
る
訳
で
す
白

場
合
に
は
、
役
場
で
独
自
に
記
載
を

書
き
な
お
し
ま
す
の
で
届
出
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

乙
の
届
出
の
時
に
持
参
す
る
も
の

※
印
か
ん

O

次
に
該
当
す
る
被
保
険
者
の
み
必

要
と
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
-証
、
国
民
年
金
手

帳
、
福
祉
年
金
証
書

異
動
先
の
所
在
地
番
は
正
碓
に

U
F
A
V
勺

勺
(
河
内

U
?

三
分
の
一
に
顔
が
入
ら
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
。

※
応
募
に
は
撮
影
者
の
住
所
、
氏
名

花
壇
白
血
仕
全
市
査
号
明
記
す
る
口

※
応
募
先
は
甲
府
市
丸
の
内
一
よ
ハ
ー

一
山
梨
県
民
生
活
謀
内
l
花
を
育

て
る
県
民
運
動
推
進
会
議
事
警
周

※
な
お
、
優
秀
作
品
は
テ
レ
ビ
放
映

と
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
町
県
民
税
の
課
税
が
、
現
行

制
度
で
は
、
前
年
の
所
得
額
を
使
う

た
め
と
退
職
時
の
給
与
が
一
番
多
額

で
あ
る
た
め
も
あ
り
ま
し
て
、
所
得

が
な
い
年
紀
一
番
多
額
の
町
県
民
税

が
課
税
さ
れ
る
結
果
と
な
り
ま
す
口

ま
た
、
勤
務
先
で
入
っ
て
お
っ
た

健
康
保
険
も
、
町
の
国
民
健
康
保
険

に
切
替
え
て
加
入
す
る
た
め
、
保
険

税
も
相
当
額
の
税
額
と
な
る
た
め
、

退
職
さ
れ
た
翌
年
は
充
分
留
意
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

転
入
、
転
出
、
転
居
胞
は
、
移
転

先
の
住
所
、
自
分
の
所
有
す
る
土
地

で
あ
れ
ば
登
記
簿
謄
本
K
-記
載
さ
れ

て
い
る
地
番
等
を
確
認
し
、
正
確
な

届
出
を
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
口

届
出
を
ま
ち
が
え
る
と
、
変
更
の

手
続
が
め
ん
ど
う
な
ば
か
り
か
、
あ

な
た
に
と
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
面
で
不

都
合
が
生
じ
ま
す
口
く
れ
ぐ
れ
も
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

心配ごと相談
相

談

員

井

上

亨

、

保

坂

正

己

マ
開
設
日
毎
月
第
一
、
第
三
水
曜
日

時

間

午

後

一

時

1
午
後
四
時

場
所
中
央
公
民
館
(
社
会
福

祉
協
議
会
内
)

お
気
軽
花
、
お
出
掛
け
下
さ
い
。

ど
ん
な
こ
と
に
も
担
談
に
の
り
ま

す。

清
水

匡
計

な
お
、
社
会
福
祉
量
議
会
に
電
話

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
口

電
話
は
、
四
六
九

O

で
す
。



町

内

子

ど

も

ク

ラ

ブ

対

抗

球

技

大

会

結

果

健

闘

ふ

る

わ

ず

第
八
回
を
数
え
る
恒
例
の
昭
和
町
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

K
別

れ

、

お

父

さ

ん

第

二

十

九

回

中

巨

摩

郡

体

育

祭

子

ど

も

ク

ラ

ブ

対

抗

球

技

大

会

が

、

お

母

さ

ん

の

声

援

を

背

に

、

暑

い

中

第

二

十

九

回

中

巨

摩

郡

体

育

祭

は

、

四

十

歳

台

砲

丸

投

去

る

七

月

二

十

三

日

、

炎

天

下

の

中

お

お

い

に

ハ

ッ

ス

ル

熱

戦

を

展

開

し

去

る

七

月

二

十

三

日

十

一

町

村

の

参

優

勝

鷹

野

敏

夫

十
一
チ
l
ム
が
参
加
し
押
原
小
学
校
ま
し
た
o

加

の

も

と

に

、

若

草

町

を

主

会

場

に

準

優

勝

田

中

満

庭

で

く

り

広

げ

ら

れ

ま

し

た

。

試

合

の

結

果

、

男

子

は

清

水

新

居

開

催

さ

れ

、

得

点

競

技

二

十

六

種

目

四

十

歳

台

走

り

高

跳

男

子

は

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

、

女

子

は

女

子

は

河

西

が

そ

れ

ぞ

れ

優

勝

致

し

に

わ

た

り

熱

戦

が

展

開

さ

れ

ま

し

た

。

準

優

勝

山

田

正

賢

、J
卿

繍

縄
開
一
…

ム

ま

し

た

。

昨

年

総

合

成

績

五

位

K
終

っ

た

本

※

水

泳

競

技

※

協
臨
機
闘
'
鴎
駆
湿
動

J
J
一

対

戦

結

果

は

次

の

と

お

り

で

す

。

町

に

お

い

て

、

今

年

も

上

位

進

出

を

五

十

メ

ー

ト

ル

自

由

形

]
越
繍
剤
耐
酒
魁
蜜
暴

¥
J
」
酌
八
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

V

目
指
し
健
闘
し
ま
し
た
が
ふ
る
わ
ず
、
準
優
勝
桑
原
丑
寅

齢

層

額

一

臨

ん

お

優

勝

清

水

新

居

子

ど

も

ク

ラ

ブ

銃

剣
奨
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
彦
、
な
お
総
合
順
位
は
櫛
形
町
、
敷
島

村

鋪

開

問

腿

ぬ

ぐ

臨

詐

称

準

優

勝

河

西

子

ど
も
ク
ラ
フ

四
十
歳
以
上
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
三
位
町
、
白
根
町
の
順
で
し
た
。

隣
国
悶
阪
府
鱗
約
域
闘

旗
4

三

位

築

地

新

居

子

ど

も

ク

ラ

ブ

入

賞

し

た

の

み

で

、

総

合

九

位

と

い

動

一

百

調

掴

細

纏

叫一
品

動

〈
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

V

う
成

績

に

終

わ

り

ま

し

た

ロ

夢

み

ん

な

で

進

め

よ

う

!

湯

島
陸

-Z翠
し

民

な

優

勝

河

西

子

ど

も

ク

ラ

ブ

な

お

、
陸
上
、
水
泳
競
技
部
門
の

8
V

交

通

安

全

民

知
幽

圃

極

的

困

対

準

優

勝

築

地

新

車

ど

も

さ

フ

ヴ

入

賞

者
は
次
の
と
お
り
で
す

o
d
g

ミ，

P

舗
掴
調
書
調
Z
寵

画

三

位

西

条

二

区

写

丁

ど

も

ク

ラ

フ

※

陸

上

競

技

※

ー

楽

し

か

っ

た

夏

休

み

も

終

わ

っ

て

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
子
ど
も
た
ち
は
新
学
期
。
こ
れ
ま
で

山
梨
県
自
然
監
審
員
-
私
た
ち
夫
婦
は
県
か
ら
自
然
保
護
ん
「
い
け
な

い
の
」
と
か
え
っ
て
き

し
く
私
た
ち
を
迎
え
て
く
れ
ま
す
。
-
の
開
放
的
な
毎
日
か
ら
生
活
の
リ
ズ

鳴

に

、

富

士

西

条

二

一

署

員

を
委
嘱
さ
れ
、
今
年
で
五
年
た
。
こ
の
よ
う
に
心
の
な
い
登
山
者
重
成
長
時
代
も
号
、
世
の
中
も
一
ム
が
変
わ
り
、
注
意
力
が
散
漫
に
な

包
区
の
池
上
一
一
一
蔵
さ
ん
一
自
に
な
り
ま

す

。

が

お

お

く

、
マ
ナ
l
の
悪
さ
が
自
に
少
し
は
落
付
き
つ
つ
あ
る
昨
今
、
自
一
っ
て
、
交
通
事
故
に
結
び
つ
き
ゃ
す

&
豆
委
上
河
東
の
小
松
一

そ
も
そ
も
私
が
山
歩

閣

誕

謹

然
に
接
す
る
に
は
よ
い
機
会
と
お
も
一
く
な
り
手
。
ま
た
、
お
年
寄
り
も

町
文
言
会
議
さ
れ
一
き
を
台
め
こ
の
ま
、

私

難

い

ま
す
。
一
度
自
分
の
足
で
歩
い
て
一
外
出
の
警
が
ふ
え
、
交
重
要

一

J

T

i

こ

鴎
悩
週
日

自
然
に
親
し
ん
で
下
さ
い
。
自
然
を
一
あ
い
や
す
い
時
期
で
す
。

拡

ま

し

た

。

一

の

進

め

て

健

康

の

f
め

醗
麟
能
隆

一
そ
乙
て
、
今
年
も
九
月
二
十
一
日

購

醐

脳

陣

圃

誰

れ

よ
り
も
愛
し
、
深
く
理
解
し
て
一

民
池
上
さ
ん
も
小
松
さ
一
の
山
登
り
で
し
た
。

臨
圃
・
・
・

一
か
ら
十
日
間
、
全
国
い
っ
せ
い
に
、

閣
彊
遡
圃
潤

い
た
だ
け
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
そ
一

監
ん
も
四
年
間
の
経
験
を
一
議
さ
れ
た
一
年
目

顎

麹

し
て
私
た
ち
が
先
人
か
ら
受
け
つ
い
一
「
秋
の
交
妻
全
運
動
」
が
展
開
さ

服

生

か
し
、
こ
れ
か
ら
の
一
く
ら
い
の
時
、

足

君

臨

酔

だ

、

乙

の

計

り

知

れ

な

い

自

然

と

い

一

自

主

智

正

号

自
然
保
護
K
あ
た
っ
て
一
悪
い
場
所
に
す
て
て
あ

瞳

認

夫
遺
産
失
望
保
護
し
て
、
次
一
も
と
老
人
の
交
通
事
故
防
止
」
「
安

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
一
る
空
缶
等
の
清
掃
作
業

繍
劇
物
脳同

の
世
代
K
申
し
送
り
ま
し
ょ
う
。
一
全
運
転
管
理
の
充
実
と
安
全
運
転
の

が、

Zよ
り
も
山
歩
一
を
し
て
い
る
私
の
目
の

料
品

薗

野
;
:
:
山
・
:
等
に
お
出
掛
の
際
は
一
促
進
」
の
二
点
で
す
。

き

が

す

き

と

い

う

池

上

一

前

で

、

二

J

三

人

の

若

者

が

喜

の

次

の

三

つ

を

お

忘

れ

な

く

。

一

交

通

ル

1
2守
り
、
正
し
い
歩

さ
ん
平
本
書
、
ご
投
稿
一
遠
投
を
や
り
出
し
た
。
マ
ナ
l
の

悪

自

然

を

尊

び

一

行

ゆ

と

り

あ

る

安

全

運

転

に

心

が

を
願
い
ま
し
た
o

一

い

奴

だ

な

・

注

意

す

る

と

、

小

父

さ

自

然

を

愛

し

一

け

、

き

わ

や

か

な

秋

を

楽

し

く

過

し

一
ま
し
ょ
う
。

自
然
と
親
し
も
う

(6) 

ドッジボール〈女子)

報

ソフトボール(男子)

日

ニ

区

B

m
河

西

9

中

島

8

上
河
東

①

u
r
7

阿

原

l
l
q
6

築

地

内
1

5
飯

喰

叫
|
a

4

一

区

'

3

清

水

'
2

押

越

'

l

二
区
A

広町手口昭

西条二区

一斉パトロールをつづける
池上さんご夫妻

(櫛形、伊奈が湖にて〕

池上一二蔵

ゴミの持ち帰りの

徹底を

一自然を大切に守ろうー

つ
き
ま
す
。
自
分
が
も
っ
て
き
た
物

の
ゴ
ミ
は
必
ず
も
っ
て
帰
る
。
乙
の

事
を
実
行
す
れ
ば
自
然
は
何
時
も
美



関
東
大
会
出
場

健
闘
む
な
し
惜
敗

押
中
野
球
部

日
間
、
後
楽
園
一
球
場
に
お
い
て
聞
か

れ
る
第
三
回
関
東
中
学
校
野
球
大
会

の
予
選
を
か
ね
て
お
り
、
押
中
野
球

部
は
山
梨
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま

し
た
。十

七
日
、
一
回
戦
、
長
野
代
表
の

諏
訪
西
中
対
戦
と
決
ま
り
、
本
中
学

初
ま
っ
て
以
来
の
関
東
大
会
出
場
と

あ
っ
て
、
パ
ス
五
台
総
勢
三
百
名
近

い
応
援
団
を
送
り
込
み
ま
し
た
。
試

合
は
六
対
三
で
惜
し
く
も
敗
れ
は
し

ま
し
た
が
、
人
工
芝
の
後
楽
園
球
場

で
、
各
人
力
い

っ
。
は
い
の
プ
レ
ー
が

で
き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
生
涯
わ
す
れ
る
こ
と
の

で
き
な
い
思
い
出
と
な
っ
た
ζ

と
で

'
レ
ょ
P

っ。

後
楽
園
球
場

押
原
中
学
校
野
球
部
は
、
八
月
二

日
か
ら
三
日
間
に
わ
た

っ
て
、
甲
府

緑
ケ
丘
球
場
で
行
わ
れ
た
第
二
十
九

回
県
下
中
学
校
総
合
体
育
大
会
(
野

球
部
門
)
に
お
い
て
、
み
ご
と
優
勝

を
飾
り
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
八
月
十
七
日
か
ら
三

、F

a

ι

)

県
民
の
食
生
活
改
善
を
目
指
し
、

車
う

岨

い

首
f

ょ

た

て

手

近

に

あ
る
材
料
で
栄
養
を
考
え
た

λ
T

E

ん
に

指

し

回

さ
堂
季
節
の
献
立
を
中
心
花
、
広
く
お
母

養

ま

珊
と
母
会
さ
ん
方
K
勉
強
し
て
も
ら
う
よ
う
、

開

札

宗

一
能

キ

ッ
チ
ン
カ
l

(
し
あ
わ
せ
き
が

月

料

か

阿

県

内

各
地
を
巡
回
し
て
い
ま
す
。

ト

制

包

蒜

八

月

に

本

町

の

西

条
新
田
、
紙
漉

ン

は

丑

(

阿

原

を

巡

回

し

、

夏
パ
テ
防
止
の
料

チ

一
制
的
理
実
演
講
習
が
行
わ
れ
多
数
の
参
加

h

一

ヴ

を

得

ま

し
た
。
十

一
月
に
は
ま
た
本

息

町

に

巡

回

予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ふ
る
っ
て
参
加
く
だ
さ
い
。

報広町手口日百(7) 

関東大会必勝を祈り盛大な壮
行会開催(押中校庭にて)

野
球
大
会
戦
績

中
巨
摩
郡
大
会

対
田
富
中

対
主
筆
中

対
御
勅
使
中

山
梨
県
大
会

対
石
和
中

対
明
見
中

対
里
府
西
中

対
山
梨
南
中

四
対
O

八
対
一

三
対
O

十
一
対
O

三
対

一

五
対
二

五
対
一県大会優勝の受賞を

うける押中野球部
(甲府緑ケ丘球場にて

グ

|JY 
ブ

量界
なんでもないリボンも

美しい花と化す
(中央公民館児童室にて

「
こ
ん
に
ち
わ
・
:
」
と
部
屋
に
入

っ
た
と
た
ん
、
色
と
り
ど
り
の
花
が

机
の
上
に
い
っ
ぱ
い
、
六
人
の
女
性

が
器
用
に
指
先
を
動
か
し
花
守
つ
く
り

に
版
定
叩
で
す
。

む
つ
み

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
六
美
会
と
い
い

そ
も
そ
も
こ
の
会
の
発
足
は
、
町
主

催
の
家
庭
教
育
学
級
に
歩
ノ
加
し
た
お

旅
が
え
り

大
夕
立
の
晴
れ
し
駅

内

藤

ふ

く

次

町

民

r イ非

雪句
×
×
×
×
×
 

×
×
×
×
×
 

呼
べ
ば
来
る

チ
ャ
ボ
や
薄
暑
の
庭
侭
し
く

井

上

ま

さ

江

街
突
き
抜
け
て
救
争
信
阜

清

水

年

江

夕
立
や

亡
妻
の
気
配

い
ま
も
背
に
あ
り
タ
端
居

松

岡

満

子

駅
舎
小
さ
く
夕
立
過
ぐ

清

水

博

文

海
に
向
く

川
上
を

迎
え
て
遺
児
の
逗
ま
し
く

中

沢

静

代

移
る
夕
立
蚕
具
干
す

伊

藤

春

江

青
由
民
ボ
i
ル
二
ツ
三
ツ

桑

原

丑

寅

若
き
柳
は
例
れ
け
り

河

田

好

子

心
に
ふ
る
る
こ
と
多
し

輿

石

き

だ

代

夏
休
み

大
夕
立

夏
の
月

駿与

野
護ぎ
の
里
か
ら
虹
の
立
つ

リ
ボ
ン
フ
ラ
ワ
ー
作
り
で

会
の
親
睦
を
深
め
る

母
さ
ん
方
六
人
で
、
勉
強
会
を
通
し

お
互
い
に
話
が
あ
い
、
学
級
会
の
終

了
と
と
も
に
別
れ
が
た
く
息
の
あ
っ

た
六
人
で
会
を
発
足
さ
せ
た
も
の
で

す
。
乙
の
会
も
た
だ
雑
談
だ
け
で
終

わ
る
の
は
お
し
い
・
:
:
:
:
、
お
互

い
に
共
通
の
趣
味
を
も
ち
、
長
く
持

続
さ
せ
よ
う
と
い
う
こ
と
か
ら
講
師

の
先
生
を
招
き
、
月
二
回
中
央
公
民

館
情
ん
童
室
で
、
リ
ボ
ン
フ
ラ
ワ
ー
づ

く
り
を
通
し
親
睦
を
深
め
て
い
る
も

の
で
す
。

乙
の
花
づ
く
り
も
時
期
に
あ
わ
せ

て
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
、
「
今
年
の
お

母
さ
ん
の
日
に
は
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
つ
く
り
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
」
と

楽
し
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
ロ

'
経
本
に

上

田

栄

作

父
の
香
し
み
居
り
露
涼
し

磯

部

信

与

タ
の
風
あ
り
梅
熱
る
る

高

野

r
-

次

枝

今
真
直
ぐ
の
茶
毘
の
煙

野

沢

か

つ

子

後
れ
髪
に

梅
雨
空
に

紫
陽
花
に師

の
思
い
出
を
記
に
綴
る

長

田

そ

の

子



※
同
時
に
地
方
病
皮
内
反
応
検
査
を

行
い
ま
す
。
希
望
者
は
当
日
申
し
出

て
下
さ
い
。
料
金
は
無
料
、
年
齢
は

問
い
ま
せ
ん

D

ゴ

ミ

の

収

集

日

A 
回

知

板

燃
え
る
物
の
収
集
日

毎
週
月
、
木
曜
日
(
午
前
8

時
却
分
ま
で
に
部
洛
指

定
場
所
へ
)

全
町

燃
え
な
い
物
の
収
集
日

毎
週
第
一
水
曜
日

(ガ
ラ
ス

類
)

全
町
・

第
三
水
曜
日
(金
属
類
)

西
条
地
区

第
三
金
曜
日
(金
属
類
)

押
原
、
常
氷
地
区

l. 

女
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
下
さ
い

0

燃
え
る
物
と
燃
え
な
い
物
と
に
分

け
て
指
定
さ
れ
た
日
と
場
所
に
出

し
ま
し
ょ
う
。

0

自
分
の
出
し
た
ゴ
ミ
袋
・
荷
札
に

は
必
ず
住
所
・
氏
名
を
書
き
入
れ

て
下
さ
い
。

(8) 

A
V

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
実
施
日

@
不
用
犬
の
収
集
日

結
核
予
防
法
第
4
条
の
規
定
に
よ
り
、
昭
和
日

年
度
の
定
期
健
康
診
断
(
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
)
が
次
の
日
程
で
実
施
さ
れ
ま
す
の

で
、
昭
和
犯
年
8
月
白
日
以
前
に
生
れ
た
者
全
員
(
高
校
生
、
官
公
署
職
員
、

会
在
、
事
業
所
、
組
合
等
で
受
け
る
者
、
及
び
結
絞
患
者
、
妊
娠
中
の
者
を
除

く
)
で
料
金
は
無
料
で
す

D

月
毎
の
日
程

2 

10 

12 

日

6 

2 

2 

月日 時 間 場 所

午目IJ 斗9時 3時0分3 清水新居公会堂
午別 1OIliT 3 0分

1 0月3日 午別 11時 o0分~ 西条新田 M 
午前 11時 45分

午後 1時 o0分~ 西条二区 H 
午後 3時 30分

午前 9時 30分~ 西条一区 M 
午前 11時 15分

1 0月4S
午後 1時 o0分~

押 越 m
午後 2時 30分

午後 3時 o0分~
紙漉阿原 H 

午後 3時 45分

午日時 30分~ 河東中島 M 
午前 11時 15分

1 0月5日 午後 1時 o0分~
築地新居 H 

午後 2時 30分

午後後3時 0時0分4~ 昭和農協常永支所午 311i'f4 5分

午目 9時一 3時0分3~ 上河東公会堂
午別 1Olli'f 3 0分

午別 11持 0時0分3~ 常永団地集会所
午lN1 111i'f 30分

1 0月6日

午後午後1時 02時0分30分

午後 3時 0時0分4~ 中央公民館別
午後 311i'f 4 5分

月

10 

12 

11 

2 

3 

部落別レントゲン検診日程

報

m
w
l
右
民
定
め
ら
れ
た
収
集
日
の
午

前
9
時
叩
分
ま
で
に
役
場
民
連

れ
て
来
て
、
保
健
課
に
申
し
出

て
下
さ
い
。

2
右
の
期
日
以
外
で
緊
急
の
場
合

は
、
申
日
毎
郡
長
符
内
に
あ
る

「
動
物
管
理
セ
ン

タ
ー
」
に
各

自
が
連
れ
て
行
っ

て
下
さ
い
。

生父

幸

夫
英

夫

和

夫

和

豊

泰

玉

良

男
和

司
雅

之

武

彦勇
安

男

孝

道

+
央
一

美
智
夫

毅
勝

弥保
昌

明

f，'~じ t)

f普賢官持基義襲最農民警富豪資害苦言

広

築
地
新
居

上

河

東

西
条
二
区

西
条
二
区

押

越

押

越

西
条
一
区

西
条
二
区

河
東
中
島

河
東
中
島

西
条
一
区

河
東
中
島

西
条
新
田

西
条
一
区

西
条
二
区

清
水
新
居

押

越

押

越

町

11 11 

手口

宮嶋昭
沢 津 和

婚 53
紀文年
美1範 7

話姻月
1 

条日
二以
区降

11 

A
V

秋
季
狂
犬
病
予
防
注
射

11 

ω月
2
日
、
9
日
、
日
日
K
例
年

の
通
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

11 

H百

看板やアγ テナがくらぐらしてい ませんか。

しっかり取りつけましょう。

樹木が電線にふれてし、ませんか、事故のも

ttJJ.lのシ-;:{'ンで7ノ

11 

@東 京電力械式芸紅

11 

A
V

母
子
健
康
手
帳
発
行

及
び
妊
婦
相
談
日

とになりますn

お近 くの東京電力へど連絡くださ いG

時
v河
東
中
島

11 11 

九
月

二
日

九
月
十
六
日

時

間

午

前

九

時

J
十
二
時

場

所

中

央

公

民

館

和

室

持

ち

も

の

印

鑑

11 11 11 11 11 

• 
• 


